








































































































































































































































１ シティ・グループ 銀行 アメリカ
２ GE（ゼネラル・エレクトリック) アメリカ
３ バンク・オブ・アメリカ 銀行 アメリカ
４ AIG（アメリカン・インタナショナル・グループ) 保険 アメリカ
５ HSBGグループ 銀行 イギリス
６ エクソン・モービル 石油 アメリカ
７ ロイヤル・ダッチ・シェル 石油 オランダ
８ BP（ブリティッシュ・ペトロリウム) 石油 イギリス
９ Ｊ・Ｐ・モルガン 銀行 アメリカ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































インドでは IT産業がアメリカと共に進む。ここでは人件費が安い。インド IBM もできた。
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IT 企業は現地で高給で雇う。
インドは経済の半分が商業である。多数の優秀なコンピューター技術者がいる。インフラ
が整っていない。賃金は中国の３分の１である。
インドや中国で，それぞれ一億人の富裕層が出てきた。今後，それ以外の人が富裕層にな
り，電化製品・車などを買えるようになって，それが数億人になれば，世界経済は変化して
しまう。食糧も大量に必要になるだろう。歴史的に，アメリカ，欧州，日本では，産業革命
で100万人の単位で豊かになった。現在でも，それぞれ豊かなのは，千万人の規模であろう。
ところが，中国やインドで一億人規模で豊かになったのである。こういうことは歴史上で例
がないことである。
BRICsに次いで，期待されているのは，トルコ，ポーランド，ハンガリー，チェコである。
これらはEU加盟をし，低賃金で労働力の質が高いので，外国からの直接投資が拡大してい
る。トルコは人口が増大している。
⑴ 「選択」2011年８月 21ページ
(＊)最下層にまだ不触賤民がいる。かつては釈迦が，近年ではガンディーがカースト制度に反対したが，残っ
ている。
(未完)
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